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米
大
統
領
選
で
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
の
勝
利
が
確
実

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
は
危
機

感
を
強
め
て
い
る
。
蜜
月
関
係
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
か
ら
潮
目
は

一
変
。
バ
イ
デ
ン
氏
が
新
政
権
発
足
後
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
進

め
た
親
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
を
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
。

　

最
大
の
懸
念
材
料
は
敵
対
す
る
イ
ラ
ン
政
策
の
転
換
で
あ
る
。
ト

ラ
ン
プ
氏
が
中
心
と
な
っ
て
構
築
し
た
「
イ
ラ
ン
包
囲
網
」
に
緩
み

が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
交
正
常
化
で
合
意
し
た
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ア
ラ

ブ
諸
国
と
共
闘
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
奏
功
す
る
見
込
み
は
必
ず
し

も
高
く
な
い
。
バ
イ
デ
ン
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
両
氏
の
摩
擦
は
不
可
避
だ
。

　
「
米
イ
ス
ラ
エ
ル
の
特
別
な
同
盟
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
一
緒

に
働
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」。
バ
イ
デ
ン
氏
の
勝
利
が
伝

え
ら
れ
て
か
ら
一
夜
明
け
た
八
日
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
祝
意
を
表
明
し
た
。
た
だ
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙

に
よ
る
と
、
投
稿
は
勝
利
の
報
道
か
ら
約
半
日
後
。
直
後
に
ト
ラ
ン

プ
氏
に
も「
同
盟
関
係
を
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
固
に
し
た
」と
ツ
イ
ー

ト
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
選
結
果
の
受

け
入
れ
を
拒
否
す
る
中
、
バ
イ
デ
ン
氏
だ
け
に
賛
辞
を
贈
れ
ば
、
報

復
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
―
―
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
に
は
そ
ん
な
懸

念
が
あ
っ
た
と
の
推
測
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
「
幅
広
い
支
援
を
享
受
」

（
米
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
）
し
て
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
エ

共
同
通
信
外
信
部
記
者

久
下
和
宏

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
盟
友
関
係
に
あ
っ
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
。

オ
バ
マ
政
権
と
は
関
係
が
疎
遠
だ
っ
た
だ
け
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
へ
の
警
戒
感
は
強
い
。

最
大
の
焦
点
は
米
国
の
イ
ラ
ン
核
合
意
へ
の
復
帰
だ
が
、

イ
ラ
ン
包
囲
網
で
利
害
が
一
致
し
た
湾
岸
諸
国
と
の
関
係
や

パ
レ
ス
チ
ナ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
悩
み
は
尽
き
な
い
。

く
げ　

か
ず
ひ
ろ　

二
〇
〇
二
年
入
社
。
大

阪
支
社
社
会
部
、
外
信
部
、
政
治
部
な
ど
を

経
て
、
一
一
～
一
四
年
テ
ヘ
ラ
ン
支
局
長
、
一
六

～
二
〇
年
エ
ル
サ
レ
ム
支
局
長
。
二
〇
年
一
〇

月
よ
り
現
職
。

対
イ
ラ
ン
政
策
転
換
に
危
機
感
強
め
る
イ
ス
ラ
エ
ル

バ
イ
デ
ン
新
政
権 
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ル
サ
レ
ム
の
首
都
認
定
と
米
大
使
館
移
転
、
占
領
地
ゴ
ラ
ン
高
原
の

イ
ス
ラ
エ
ル
主
権
承
認
に
続
き
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
の
ユ
ダ
ヤ
人

入
植
活
動
も
事
実
上
容
認
し
た
。
イ
ラ
ン
核
合
意
を
離
脱
し
、
パ
レ

ス
チ
ナ
支
援
を
凍
結
、
さ
ら
に
今
年
に
入
り
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ

諸
国
と
の
国
交
正
常
化
も
仲
介
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
イ
ス
ラ
エ

ル
を
重
視
す
る
支
持
基
盤
、
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
福
音
派
へ
の
ア

ピ
ー
ル
が
念
頭
に
あ
っ
た
が
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
「
ト
ラ
ン
プ
氏
は

イ
ス
ラ
エ
ル
最
大
の
友
人
」
と
持
ち
上
げ
て
き
た
。

　

最
大
同
盟
国
の
米
国
か
ら
絶
え
間
な
い
支
援
を
受
け
る
た
め
、
共

和
、
民
主
両
党
と
良
好
な
関
係
を
築
く
の
が
イ
ス
ラ
エ
ル
外
交
の
伝

統
だ
。
だ
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
オ
バ
マ
前
政
権
時
代
に
冷
え
込
ん
だ

民
主
党
と
の
関
係
改
善
を
放
置
し
た
こ
と
で
「
そ
の
ツ
ケ
を
払
う
必

要
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
」（
地
元
記
者
）
と
の
見
方
が
出
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
四
年
間
を
経
て
、
民
主
党
は
「
親
パ
レ
ス
チ

ナ
、
反
イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

イ
ラ
ン
包
囲
網
を
維
持
で
き
る
か

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
最
も
懸
念
す
る
の
は
、
米
国
の
イ
ラ
ン
核
合
意
復

帰
だ
。
自
身
が
副
大
統
領
を
務
め
た
オ
バ
マ
前
政
権
時
代
に
結
ば
れ

た
核
合
意
に
つ
い
て
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
「
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
保
有
を

阻
止
し
て
き
た
」
と
意
義
を
強
調
し
、「
イ
ラ
ン
が
厳
格
に
順
守
す

る
な
ら
、
再
び
参
加
す
る
」
と
表
明
し
て
い
る
。
実
行
さ
れ
れ
ば
、

イ
ラ
ン
は
国
際
的
孤
立
か
ら
脱
却
し
、
制
裁
解
除
に
伴
い
経
済
的
苦

境
も
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
大
打
撃
だ
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
の
脅
威
を
共
有
し
、
国
交
を
正
常
化
し
た

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
バ
ー
レ
ー
ン
に
加
え
、
イ
ラ
ン

と
ラ
イ
バ
ル
関
係
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
も
巻
き
込
み
、
米
国
の
核
合

意
復
帰
阻
止
を
働
き
か
け
る
と
見
ら
れ
る
が
、
国
際
協
調
を
重
視
す

る
バ
イ
デ
ン
氏
へ
の
説
得
は
容
易
で
は
な
い
。

　

中
東
和
平
を
め
ぐ
っ
て
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
資
金
拠

出
を
中
止
し
た
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
）
へ
の
支
援
再
開
な
ど
を
通
じ
、
自
治
政
府
と
の
関
係
改
善
に
取

り
組
む
と
の
見
方
が
大
勢
だ
。
エ
ル
サ
レ
ム
に
移
転
し
た
米
大
使
館

は
テ
ル
ア
ビ
ブ
に
戻
さ
な
い
と
明
言
し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ

ブ
諸
国
の
国
交
正
常
化
は
仲
介
し
な
い
意
向
と
さ
れ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
副
大
統
領
時
代
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
入
植
活
動
を
非

難
し
て
お
り
、
そ
の
方
針
は
堅
持
す
る
見
通
し
だ
。
汚
職
疑
惑
を
抱

え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
い
う
後
ろ
盾
を
失
っ
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
が
、
政

治
的
窮
地
に
陥
る
懸
念
も
あ
る
。
加
え
て
バ
イ
デ
ン
新
政
権
は
コ
ロ

ナ
対
策
や
同
盟
関
係
の
再
構
築
、
対
中
国
政
策
、
気
候
変
動
な
ど
問

題
山
積
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
優
先
度
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
政
権
が
ど
の
よ
う
に
存
在
感
を
示
す
か
も
注
目
さ
れ
る
。
●




